
私
の
学
生
時
代

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
復
活

一
来
年
四
月
に
部
と
し
て
復
活
す
る
。
戦
前
、
昭

和
十
三
年
頃
に
喜
多
見
・
中
谷
・
金
子
先
輩
が
創

部
さ
れ
六
が
、
外
来
ス
ホ
ー
ツ
の
為
銃
剣
道
部
に

強
制
的
に
切
替
え
ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
覆
活
」

と
呼
ぷ
。

二
練
習
は
各
自
の
ク
ラ
ブ
を
主
体
、
優
先
と
す
る

が
、
技
術
の
交
換
・
向
上
の
為
で
あ
る
。

三
契
(
塗
己
を
委
員
長
と
し
、
西
川
・
田
中
・

劔
崎
(
教
一
)
〔
大
阪
Y
M
C
A
〕
山
村
(
教
己

.

堀
口
(
教
一
)
〔
京
都
ク
ラ
ブ
)
の
中
か
ら
、
山
村
・

西
川
を
委
員
に
す
る
。

と
打
合
せ
九
の
が
昭
和
二
十
三
年
十
貝
場
所
は
御

所
の
芝
生
の
上
で
あ
っ
た
。
京
都
ク
ラ
ブ
か
ら
合
流

と
い
っ
て
も
、
実
は
ま
だ
、
主
宰
者
の
牧
真
一
先
生

の
御
顔
も
拝
ん
だ
こ
と
も
な
か
っ
た
。
先
生
は
、
そ

の
頃
か
ら
既
に
多
忙
で
、
お
宅
は
伏
見
だ
け
れ
ど
、

会
社
は
大
阪
し
か
も
出
張
が
多
く
、
そ
の
間
に
は

国
体
や
全
日
本
の
大
会
に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
十
一

月
の
初
め
に
や
っ
と
、
お
会
す
る
。
 
1
寧
ろ
捕
え
る

こ
と
が
出
来
九
と
い
っ
た
方
が
、
よ
い
か
も
知
れ
な

)
0

京
都
ク
ラ
ブ
の
練
習
は
、
少
人
数
の
頃
は
、
当

し時
、
藤
井
大
丸
の
西
隣
の
旭
ス
ホ
ー
ツ
店
の
二
階
で

人
員
増
加
に
伴
っ
て
近
く
の
開
智
・
豊
園
校
を
借
り

土
曜
日
に
、
だ
ん
だ
ん
と
日
曜
日
に
も
行
わ
れ
九
。

練
習
の
翌
日
は
足
腰
が
立
九
ず
二
階
へ
這
上
り
、
階

下
へ
は
ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ
と
降
り
ね
ぱ
な
ら
な
い
ほ
ど

で
皮
膚
の
弱
い
私
の
手
の
皮
は
、
柄
に
す
れ
て
、
一
皮

む
け
て
し
ま
っ
六
こ
と
も
あ
っ
た
。
レ
ン
ス
ン
は
、

全
日
本
選
手
権
者
の
牧
先
生
か
ら
、
み
っ
ち
り
仕
込

ま
れ
、
「
一
フ
ス
ト
・
ワ
ン
」
と
声
が
か
か
る
ま
で
が
、

な
か
な
か
。
声
が
か
か
っ
て
も
奇
麗
な
フ
ォ
ー
ム
で

ア
タ
ッ
ク
で
一
本
と
れ
る
ま
で
休
ま
せ
て
貰
え
な
か

つ
た
。
こ
の
五
分
閻
く
ら
い
に
「
ア
タ
ッ
ク
の
フ
エ

ン
シ
ン
グ
」
を
学
ん
だ
の
だ
と
、
今
で
も
思
っ
て
い

る
。
一
方
、
学
校
の
練
習
は
場
所
が
な
く
、
復
活
申

請
中
と
は
申
せ
無
籍
者
の
身
上
、
予
算
は
ゼ
ロ
の
冷

飯
喰
の
状
態
な
の
で
い
ろ
い
ろ
と
空
地
を
探
し
九
。

島
泰
弘

「
屋
根
附
」
練
習
場
な
ん
か
高
嶺
の
花
は
お
ろ
か
夢

物
語
の
類
で
あ
っ
九
。
構
内
の
小
路
で
曲
り
く
ね
っ

て
い
て
も
補
装
さ
れ
て
あ
れ
ぱ
極
上
の
部
で
、
早
速

そ
の
場
で
開
店
と
言
う
寸
法
だ
。
相
国
寺
の
本
堂
前

に
出
張
し
、
女
子
部
の
コ
ー
ト
、
御
所
に
も
出
没
し

幼
稚
園
に
も
潜
入
し
た
頃
は
、
あ
ま
り
屋
外
で
練
習

す
る
の
で
「
フ
エ
ン
シ
ン
グ
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
ス
ホ

ー
ツ
か
」
と
友
人
に
尋
ね
ら
れ
九
。

*

昭
和
二
十
四
年
四
月
、
部
は
半
歳
の
黙
認
後
、
体

育
会
の
中
に
復
活
し
た
。
部
長
に
児
玉
実
用
教
授
を

迎
え
、
初
代
主
将
に
山
村
修
一
(
避
己
氏
主
務
に

提
原
が
就
任
。
新
入
部
員
が
何
と
五
十
人
く
ら
い
応

募
し
て
来
た
が
、
新
世
帯
に
は
余
り
多
過
ぎ
る
の

で
、
三
日
間
は
た
だ
定
ら
せ
る
だ
け
に
し
て
二
十
人

く
ら
い
に
し
て
し
ま
っ
た
。
練
習
場
は
、
運
動
場
の

北
西
に
あ
る
旧
武
道
場
跡
の
工
学
部
教
室
と
指
定
さ

れ
た
が
、
授
業
の
済
む
ま
で
運
動
場
で
体
操
し
た
り

し
て
時
間
を
生
か
し
た
。
し
か
し
工
学
部
が
済
ん
で

も
す
ぐ
練
習
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
机
を
隅
に
積
上

げ
て
余
地
を
作
り
、
掃
除
雑
巾
が
け
し
て
か
ら
で
あ

る
。
当
番
制
も
決
め
九
が
、
練
習
の
「
虫
」
揃
い
で

あ
っ
た
か
ら
、
制
度
は
白
然
に
立
消
え
、
主
将
古
参

新
人
の
別
が
な
い
自
発
的
な
参
加
で
道
場
造
り
が
行

北
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わ
れ
た
。
練
習
後
は
兀
通
り
机
を
並
べ
て
解
散
で
あ

つ
た
が
、
待
望
の
屋
根
附
道
場
に
満
足
し
、
籌
し

て
い
た
。
技
術
も
発
足
時
の
申
合
せ
通
り
京
都
・
大

阪
両
派
の
合
作
で
あ
っ
た
。
相
互
に
習
い
九
て
の
技

を
倫
・
一
父
換
し
、
時
に
は
豊
っ
九
が
、
大
阪
流

を
甲
、
京
都
流
を
乙
と
名
附
け
て
妥
恊
「
ワ
ン
ツ
ー

甲
」
「
ワ
ン
ツ
ー
乙
」
て
な
怪
し
げ
な
号
令
も
譜

し
た
が
、
誰
も
笑
う
者
も
な
く
、
伝
達
者
の
面
子
を

重
ん
じ
、
部
を
形
成
す
る
の
に
器
で
あ
っ
九
。

*

四
月
二
十
四
日
、
第
一
回
対
関
大
戦
を
大
阪
Y
M

C
A
で
h
い
、
那
1
U
で
籾
陣
を
勝
利
で
飾
っ
た
。

関
西
で
は
、
袈
最
初
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
曾
な

の
で
、
新
聞
は
各
紙
が
報
道
、
英
緋
剛
に
も
載
っ

た
。
五
月
.
十
一
日
、
早
大
(
原
・
轟
・
畑
中
.

越
・
寿
)
が
西
下
。
郡
試
合
を
五
人
制
プ
ー
ル

で
h
つ
た
が
、
訟
1
器
と
敗
れ
九
。

当
時
、
劔
は
器
型
、
メ
ー
カ
ー
も
棗
一
社

だ
け
。
関
東
の
売
残
り
が
西
へ
流
れ
た
の
で
、
す
ぐ

に
折
れ
そ
う
な
馨
の
よ
う
に
細
い
不
合
絡
品
さ
え

一
父
っ
て
い
九
。
だ
か
ら
折
れ
九
飢
先
を
テ
ニ
ス
ガ
ッ

ト
の
糸
や
凧
糸
で
つ
な
ぐ
修
繕
幕
が
関
西
で
大
い

に
進
歩
し
九
の
は
皮
肉
で
あ
っ
た
。
配
給
減
の
占
は

仕
方
な
し
に
釣
竿
、
竹
竿
を
規
定
寸
法
に
し
て
形
の

練
習
を
し
て
い
た
が
、
他
所
か
ら
み
れ
ぱ
殺
陣
の
稽

古
ど
こ
ろ
か
完
全
な
犬
殺
し
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
九
。

七
月
三
日
、
第
一
回
対
立
教
蚕
が
あ
り
、
既
に

斯
界
に
名
を
成
し
て
居
た
相
手
校
を
牧
仕
込
の
強

引
な
攻
撃
で
N
対
8
と
い
う
大
差
で
や
っ
つ
け
、
新

聞
は
「
愚
外
れ
」
「
大
番
狂
せ
」
と
同
志
社
の
ア

タ
ッ
ウ
ぷ
り
を
賞
め
て
く
れ
九
。

同
月
八
日
に
常
勝
将
卓
と
糎
わ
れ
た
明
治
大
に
対

峠
。
明
大
の
土
屋
主
将
、
中
島
副
将
と
飯
田
・
奈
良

の
二
選
手
は
、
四
天
王
と
称
さ
れ
斯
界
に
君
臨
し
て

い
九
。
そ
の
年
も
も
ち
ろ
ん
関
東
リ
ー
グ
で
優
勝
し

現
在
、
斯
道
の
名
門
校
中
央
大
さ
え
も
コ
ー
チ
を
受

^
た
^
向
^
、
^
^
^
^
邱
^
、
^
^
^
^
^
^
ヒ
^
^

勢
山
村
・
西
川
・
劔
崎
・
堀
伺
は
、
「
ど
ぅ
せ
負
け

る
の
な
ら
」
と
ア
タ
ッ
ク
に
次
ぐ
ア
タ
ッ
ク
で
試
合

の
ぺ
ー
ス
を
と
り
、
遂
に
玲
1
U
で
、
勝
利
を
収
め

た
。
名
将
が
名
も
な
き
耕
兵
の
手
に
か
か
っ
九
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
「
明
治
敗
る
」
の
ニ
ユ
ー
ス
は
関

東
に
動
揺
を
与
え
る
と
共
に
、
「
西
に
恩
社
あ
り
。

同
志
社
に
ア
タ
ッ
ク
あ
り
」
と
仏
え
ら
れ
、
後
年
、

名
門
・
実
力
校
に
名
を
連
ね
る
第
一
歩
と
な
っ
六
。

「
攻
撃
は
皷
大
の
防
梨
な
り
」
「
強
者
と
て
恐
れ
る
な

弱
留
と
て
侮
る
な
」
と
こ
の
試
合
か
ら
得
た
教
訓
は

井
常
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
九
。

第
四
祠
国
体
'
似
後
に
片
ル
・
山
東
:
1
岡
・
煕
Ⅲ

*

八
月
の
海
南
合
宿
や
国
体
予
選
後
に
、
そ
の
日
ま

で
、
部
の
復
活
に
献
身
的
な
努
力
を
し
た
大
阪
組
の

倫
が
次
々
に
部
を
籬
れ
て
h
つ
た
。
内
d
の
織

を
気
に
し
九
り
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
停
砥
」
の
多
か
っ
九
そ
の
頃
、
典
黒
闇
の
巾
で
去

る
者
?
凱
を
剛
き
、
声
を
励
し
て
慰
留
に
努
め
九

悲
し
い
思
い
出
も
あ
る
恊
会
の
大
阪
・
郡
の
対

立
が
、
学
生
界
に
波
及
・
灣
透
し
た
節
も
あ
り
、
実

に
後
味
の
悪
い
思
い
出
で
も
あ
る
。

初
参
加
の
国
体
・
全
似
本
で
私
は
一
位
・
四
位
に

入
っ
た
。
当
時
珍
し
か
っ
九
サ
ウ
ス
・
ホ
ー
が
幸
し

Π
本
一
の
牧
先
生
に
N
し
た
賜
と
思
て
い
る
。

(
和
)
を
判
な
戦
列
に
刈
え
、
上
,
[
小
小
に
は
1
 
大
・
慶

応
と
の
練
習
蓉
に
、
禁
し
て
は
、
紅
白
十
人
制

の
第
一
川
対
立
命
曾
勝
ち
、
十
二
刃
に
は
宿
敵
関

大
を
第
.
面
定
期
戦
で
返
需
し
た
。
側
人
戦
や
全

圈
的
な
大
公
而
と
し
て
、
倭
対
亢
は
フ
ル
ー
レ

一
和
1
だ
け
で
、
エ
ヘ
・
サ
ー
ブ
ル
の
な
倫
代
で

は
あ
っ
九
が
、
後
活
第
一
年
H
の
へ
ー
ジ
を
、
縦
に

勝
利
。
犠
に
禽
い
て
、
,
、
ぐ
5
§
气
、
の
f
で
^
め
た

の
で
あ
才
。
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